
７７．．生生産産販販売売・・経経営営成成果果表表（（１１００ａａ当当たたりり、、１１頭頭（（11000000羽羽））当当たたりり））

［［生生産産販販売売］］ 金額：円
項
目
番

1 販売量 A 135,000 160,000
2 市場単価 B 58 52
3 単位 本 本
4 主産物　　　　　 C：A＊B 7,762,500 8,368,000
5 補填金等 D   
6 副産物・作業受託料等 E   
7 計 F：C＋D+E 7,762,500 8,368,000
8 （販売経費差引） G：F-R 6,303,330 6,300,373
9 手取単価 G／A 47 39

10 種苗費 838,500 507,173
11 肥料費 232,202 254,356
12 素畜・種付費   
13 飼料費   
14 農業薬剤・診療衛生費 97,682 104,745
15 動力光熱費 999,122 762,589
16 諸材料費 ・敷料費 117,869 221,500
17 小農具費・作業衣料費 7,627 7,627
18 賃借料・料金   
19 物件税 ・公課諸負担 13,728 3,432
20 保険共済費 50,869 71,706
21 土地改良・水利費 9,100 9,100
22 修繕費 464,349 341,991
23 減価償却費(法定耐用年数15年以下は50%償却済) H 1,480,874 1,103,825
24 生産管理費 20,000 20,000
25 物財費計 4,331,922 3,408,044
26 労働費 I 2,726,250 1,630,833
27 費用計 J 7,058,172 5,038,877
28 副産物価額差引生産費 K:J-E 7,058,172 5,038,877
29 支払利子 L 167,780 123,386
30 支払地代 M   
31 N:K+L+M 7,225,953 5,162,263
32 自己資本利子 O 27,886 19,675
33 自作地地代 P 10,000 10,000
34 Q:N+O+P 7,263,839 5,191,938
35 選果出荷経費 181,170 252,800
36 運賃 346,500 810,667
37 手数料 931,500 1,004,160
38 計 R 1,459,170 2,067,627

39 　建物・施設(法定耐用年数15年以下は50%償却済) 992,547 735,385
40 　農機具(50%償却済) 488,327 368,440
41 　大動物 0 0

42 　家族労働見積費 S：T＊1,250円 1,783,693 1,043,559
43 　雇用労働費 U*1,250円 942,557 587,274
44 　労働費計 I 2,726,250 1,630,833
45 　家族労働時間 T 1,427 835
46 　雇用労働時間 U 754 470
47 　労働時間計 V 2,181 1,305

48 W：N－S+R+E 6,901,429 6,186,330
49 X：F－W 861,071 2,181,670
50 X/G 14 35
51 X/T*8時間 4,827 20,906
52 Y:X-O-P 823,184 2,151,994
53 Y/T*8時間 4,615 20,622

### Q/A 54 32
### (Q+R)/A 65 45
### V 2,181 1,305

　建物・施設 1,894,048 1,379,724
　農機具 976,654 736,880
　大動物 0 0
　合計 2,870,702 2,116,604

減価償却
内訳

支払利子･支払地代算入生産費

全算入生産費

農業所得率

労働時間

家族労働報酬

１日当たり農業所得

労働費内
訳

全
　
算
　
入
　
生
　
産
　
費

支
払
利
子
･
支
払
地
代
算
入
生
産
費

主産物

販売金額

農業総収入

【【参参考考】】[[法法定定耐耐用用年年数数にに基基づづくく((償償却却率率110000%%))減減価価償償却却内内訳訳]]

農業粗収益

農業経営費（販売経費を含む）

農業所得

物
財
費費

用

販売経費

１日当たり家族労働報酬

単位当たり全算入生産費

単位当たり生産販売費

［［費費用用］］

［［減減価価償償却却費費内内訳訳］］

［［労労働働費費及及びび労労働働時時間間内内訳訳］］

［［経経営営成成果果］］

労働時間
内訳

減価償却
内訳
H

カーネーション
周年栽培

ガーベラ周年栽
培

項　目　／　品目名

−  360 −

１．技術体系の特徴

人 ａ

経営耕地面積 水田 50 a

畑

1 千円 4 円

2 千円 5 時間

3 千円

２．資本装備と減価償却費

数 量
所 有

割 合

耐 用

年 数

年 間

償 却 額

年 千円

1 1 24 394

4 1 14 3,801

1 1 14 611

4 1 8 600

3 1 25 65

3 1 7 110

5,580

1 1 4 113

1 1 4 168

1 1 7 12

1 1 7 92

5 1 7 603

15 1 7 1,857

5 1 7 543

5 1 7 543

30 1 7 74

5 1 7 478

5 1 7 149

4 1 7 551

5 1 7 149

4 1 7 651

5,981

農

機

具

作業場・倉庫

低コスト耐候性ハウス

軽トラック

動力噴霧機

温風暖房機(煙突セット含む）

灌水装置（地上液肥混入）

循環扇

連棟補強型（SRH)ハウス

ベンチ

経営類型
家族

労働力

少量土壌培地耕（２年目以降） 30

ばら専業 3

計 50

経営・技術の特徴品目・栽培型及び規模

土耕栽培（２年目以降） 10

経営目標

取得価格

10,908

1,728

１日当たり農業所得

40,870

9,451

建

物

・

施

設

農業経営費

農業所得

種類・規模 型式・構造・能力

鉄骨・100㎡

7,067

１人当たり年間労働時間

少量土耕培地耕用ベンチ

少量土壌培地耕（改植年） 10

農業総収入 47,938

9,600

106,426

連棟補強（２）型・1,000㎡ 17,101

低コスト耐候性ハウス・1,000㎡

オイルタンク 1900k 1,536

防油堤 1900k 1,614

軽ワゴン 660cc 1,340

660cc 902

3.1p 161

冷蔵庫 ３坪 1,282

100,000kcal 8,436

ヒートポンプ 10aに３台 25,992

コンピュータ制御・電磁弁 7,600

自走式防除機 １式 7,600

10ａに６台（3連棟×42.5m） 1,034

環境制御装置 １施設に１台 6,688

ドライミスト １施設に１台（耐候性ハウスのみ） 7,720

炭酸ガス発生装置 １施設に１台 2,090

１施設に１台（耐候性ハウスのみ） 9,120

局所施用設備 １施設に１台 2,090

82,055計

計 145,727

パット&ファン

想定した経営類型　　 ばら専業

千円

１．土耕栽培10a、少量土耕培地

耕40a、計50a経営。

２．少量土壌培地耕はプランター

による養液栽培。

３．多層カーテンと循環扇による暖

房経費削減、暖房は暖房機とヒー

トポンプを使用。

４．夏季にヒートポンプで夜冷し、

出荷する。

５．スプレー系（30～33％）、スタン

ダード系（67～70％）の割合で定

植。

−  361 −



３－１．技術体系（ばら土耕栽培　２年目以降）

（10ａ当たり人、時間）

使用資材 技術の重要事項

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

(２年目以

降)

施　肥
４月～３月

灌水同時

施肥シス

テム

1 12 12 窒素70kg

剪定、折り

曲げ
４月～３月 2 75 150

摘　芽 腋芽除去 ４月～３月 3 60 180

灌　水
灌水同時

施肥
４月～３月

灌水同時

施肥シス

テム

1 12 12

温度管理

保温

加温

換気

４月～３月

暖房機

ヒートポン

プ

自動カーテ

ン

1 60 60

5月～10月中旬　夜間

冷房消費電力量

22,100kw

10月下旬～4月暖房

消費電力量45,424kw

重油5,208ℓ

・冬季最低夜温20℃

に保温と加温

・夏季20℃で夜冷

・連棟補強（２）型ハウ

ス

収穫、出

荷
４月～３月

軽トラック

選花機
4 300 1200

・葉を1枚残して採花

する。

・バケット輸送

病害虫防

除
４月～３月

動力噴霧

器
1 140 140

その他
除草、補

修等
４月～３月 1 12 12

計 1766

作業の

種類

栽培技術 作業体系

−  362 −



３－１．技術体系（ばら土耕栽培　２年目以降）

（10ａ当たり人、時間）

使用資材 技術の重要事項

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

(２年目以

降)

施　肥
４月～３月

灌水同時

施肥シス

テム

1 12 12 窒素70kg

剪定、折り

曲げ
４月～３月 2 75 150

摘　芽 腋芽除去 ４月～３月 3 60 180

灌　水
灌水同時

施肥
４月～３月

灌水同時

施肥シス

テム

1 12 12

温度管理

保温

加温

換気

４月～３月

暖房機

ヒートポン

プ

自動カーテ

ン

1 60 60

5月～10月中旬　夜間

冷房消費電力量

22,100kw

10月下旬～4月暖房

消費電力量45,424kw

重油5,208ℓ

・冬季最低夜温20℃

に保温と加温

・夏季20℃で夜冷

・連棟補強（２）型ハウ

ス

収穫、出

荷
４月～３月

軽トラック

選花機
4 300 1200

・葉を1枚残して採花

する。

・バケット輸送

病害虫防

除
４月～３月

動力噴霧

器
1 140 140

その他
除草、補

修等
４月～３月 1 12 12

計 1766

作業の

種類

栽培技術 作業体系

−  362 −

３－２．技術体系（ばら少量土壌培地耕　改植年）

（10ａ当たり人、時間）

使用資材 技術の重要事項

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

定植準備

培土詰

め、本圃

への移動

３月、４月 2 50 100 プランター1050個

・プランター（容量12.5

Ｌ：64×23×18.5H）

・用土は購入用土

定植 植え付け ３月、４月 2 25 50 購入苗5,250本

・プランターに５株植え

・品種はスタンダード

（大輪系を含む）、スプ

レーとも栽培可能

灌水チューブの

配置、マルチ
３月、４月 2 25 50

折り曲げ

ソフトピン

チ、折り

曲げ

４月～３月 3 52 156 ・アーチング仕立て

摘芽 腋芽除去 ４月～３月 3 55 165

・遅れると商品性が低

下するので早めに行

う。

灌水･施肥
灌水同時

施肥
４月～３月

灌水同時施

肥システム
1 12 12

・窒素42kg、燐酸

20kg、加里65kg。

温度管理

保温

加温

換気

４月～３月

暖房機

ヒートポンプ

自動カーテン

1 60 60

5月～10月中旬　夜間

冷房消費電力量

22,100kw

10月下旬～5月暖房

消費電力量44,525kw

重油5,654ℓ

・10月下旬～12月は

18℃、1月～5月は

20℃で暖房

・夏季20℃で夜冷

・低コスト耐候性ハウ

ス

収穫

出荷
４月～３月

軽トラック

選花機
4 290 1,160

・冬場は、葉を１枚残し

て採花する。

・バケット輸送

病害虫防除 ４月～３月 動力噴霧器 1 60 60
・県病害虫防除基準に

よる。

計 1,813

作業の

種類

栽培技術 作業体系

−  363 −



３－３．技術体系（ばら少量土壌培地耕　２年目以降）

（10ａ当たり人、時間）

使用資材 技術の重要事項

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

(２年目以降)

施　肥 ４月～３月
灌水同時施肥

システム
1 12 12

・窒素59kg、燐酸

28kg、加里91kg

折り曲げ ４月～３月 3 50 150 ・アーチング仕立て

摘　芽 腋芽除去 ４月～３月 3 65 195

灌　水
灌水同時

施肥
４月～３月

灌水同時施肥

システム
1 12 12

温度管理

保温

加温

換気

４月、10月

～３月

暖房機

ヒートポンプ

自動カーテン

1 12 12

5月～10月中旬　夜間

冷房消費電力量

22,100kw

10月下旬～5月暖房

消費電力量48,290kw

重油6,349ℓ

・10月下旬～5月は

20℃で暖房

・夏季20℃で夜冷

・低コスト耐候性ハウ

ス

収穫、出荷 ４月～３月
軽トラック

選花機
4 350 1400

・冬場は、葉を１枚残し

て採花する。

・バケット輸送

病害虫防除 ４月～３月 動力噴霧器 1 80 80

計 1861

作業の

種類

栽培技術 作業体系

−  364 −



３－３．技術体系（ばら少量土壌培地耕　２年目以降）

（10ａ当たり人、時間）

使用資材 技術の重要事項

技術

内容

作業

時間

使用

機械

器具

組み

作業

人員

実

作業

時間

延べ

作業

時間

(２年目以降)

施　肥 ４月～３月
灌水同時施肥

システム
1 12 12

・窒素59kg、燐酸

28kg、加里91kg

折り曲げ ４月～３月 3 50 150 ・アーチング仕立て

摘　芽 腋芽除去 ４月～３月 3 65 195

灌　水
灌水同時

施肥
４月～３月

灌水同時施肥

システム
1 12 12

温度管理

保温

加温

換気

４月、10月

～３月

暖房機

ヒートポンプ

自動カーテン

1 12 12

5月～10月中旬　夜間

冷房消費電力量

22,100kw

10月下旬～5月暖房

消費電力量48,290kw

重油6,349ℓ

・10月下旬～5月は

20℃で暖房

・夏季20℃で夜冷

・低コスト耐候性ハウ

ス

収穫、出荷 ４月～３月
軽トラック

選花機
4 350 1400

・冬場は、葉を１枚残し

て採花する。

・バケット輸送

病害虫防除 ４月～３月 動力噴霧器 1 80 80

計 1861

作業の

種類

栽培技術 作業体系

−  364 −

４．品目の作付体系　　（△定植、×摘心・折り曲げ、□出荷）

ハウス仕様 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

連棟補強型

(2)・SRHハ

ウス

ばら土耕栽培

２年目以降

低コスト耐候

性・鉄骨ハウ

ス

ばら少量土壌培地

耕

改植年

○ × × ×

低コスト耐候

性・鉄骨ハウ

ス

ばら少量土壌培地

耕

２年目以降

−  365 −
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